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ll. 台湾産イエバエの数種設虫剤に対する感受性について 林 晃史,廿日出正美 (東京医科
蛸科大学医動物学教室,大正昏注水(抹)会社yJ'山n学研死生;) 49.3.25受理

台湾省内の数カ所でイエバェを採爪し,9孤封の殺虫剤に対すろ果'1血刑感受性を検討した.Mala･

thionに対して故い抵抗性が認められ,柑 こ,剖 ヒ系での296.00Itgは現在までに托缶きれたなか
でも最も故いことがわかった. また.sumithionに対しても耐性ができていろことが明らかになっ

た.しかし.有機氾荊系殺虫剤に対しては市税系よりも市い感受性を持つことが明らかになっ1=.

世界各国におけるイエバエの殺虫剤に対する抵抗性

の研究はすくなくない.本邦においても,すでに数多

の研兜印告がある.最近.本邦におけるこれらの研先

で1960咋以降のものを林 (1973)I)がとりまとめた.

なお.杯ら (1974)恥は北桁iEIを中心にmalathion拭

抗性イエバエの研究を行ない,詳細なろ報Lbをまとめ

た.さらに,著者らは大平拝沿梓各地のイエバエの殺

虫剤感受性の調査を拭けているが.その過程で台朽'B

のイエバエについても実験を行ない邦昨ある知見を柑
たので報告する.また.台矧 こおけるイエバエの殺虫

剤感受性に関する報告は殆んどなく,この糊料よ今後

の研究に貴重なる基礎資料を提供するものである.

本文に入るに際し,招々御折掛 ､ただいた東京医科
f屯村大学教授加納六郎博士.名古屋大学名誉教授弥宙

再三博士に御礼巾し上げる.また.調査研光に格別の

御配慮をいただいた台粥'n癖疾研死所々戊の首相村博

士,郊兆撰技官に謝意を表する.

実験材料および方法

供拭昆虫 火験に用いたイエバエMuscadomestJ'ca

Linn占,1758は台朽'&台北市雨粒ゴミ処理場 (昭和48

咋12月20日採災),台巾市那二市場 (昭和48時12月19

日採災).窃義市ゴミ処理場 (昭和48年12月18日採取),

台両市保安市場 (昭和48咋12月18口托災)および塀東
県恒春 (昭和47年6月12日採nI)で托災した個体群を

研先室で大晃飼背を行なったものである.なお.感受

性の比較のために研死去で累代飼Tl'申の閃槻系イエバ

エを用いた.

供拭薬剤 実験に使用した殺虫剤 は allethrin,
pyrethrins,Sumithion (純度 98.67,形).diazinon

(純度99.6,%).malathiorl(純度95.5,%),DDVP

(純度97.6%),Baytex(純度99.2%).γ-BHC (純

度99,%以上)および DDT (工業用)の9樫規である.

実験方法 成虫に対する実験は上記の殺虫剤をアセ

トンで所に況IRに柿即し,微昆注射雅でイエバエ雌成

虫の胸部押板部へ0.5ILLあて滴下処理し,別の容群
に移して附を与え,25●Cの恒温宝で飼育して24時間
後の致死加数を槻黙した.

また.イエバエの柊や幼虫に対する突放は5%乳剤
を'.W製し.水で所r/i:況fB:に稀釈して腔溺シャーレ (tEi

径9.Ocmx苅さ5.0cm)に5m7あて入れ,終令幼虫

を放って24時間後の致死虫数を槻黙した.

実験結果および考累

イエバエ成虫に対する実験結果は表 1に幼虫に対す

る結果は表2に記載した如くである.

Table1. LD5｡Valuesof9insecticidesto5coloniesofthehousefly

collectedinTaiwan(〃g/Fly).

Insecticides Tai･pel Tai･chung Chia.i Tai･nan Hcng･chun Takatsuki

alletl一rin 0.887 0.398 0.805 0.921

pyrethrins 0.129 0.123 0.193 0.522
sumithion 0.748 0.214 0.506 0.367
diazinon 0.415 0.1(汐 0.273 0.213
malatbion 296.001 66.439 212.466 60.314
DDVP 0.142 0.044 0.092 0.105

Baytex 0.390 0.082 0.225 0.250

r-BHC 1.162 0.750 0.687 0.617
DDT (tecll.) 6.313 1.423 3.658 4.003

1.246 0.481

0.197 0.387
0.254 0.088

0.103 0.293
47.430 0.454
0.162 0.076

0.135

0.351 4.547
46.900
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Table2. LCBOValuesof5insecticidesto4Coloniesofthehouseflylarva(ppm).

Insecticides Ta主-pe主 Tai･chung Chia･i Tai･nan Takatsuki

sumitllion 13.77 7.22
diazinon 22.83 13.44
malathion 186.56 92.93

r-BHC 45.04 22.02
DDT (tech.) 61.50 261.78

8.88 20.83 1.56

7.56 11.99 2.94
181.15 344.82 5.74
22.32 25.64 82.91

239.23 233.64 362.31

Allethrinでは恒布 く1.246〝g),白雨 (0.921〝g),

台北,詔義の旧にLD80値は小さくなった.また.高

槻系の0.481I増に比較して恒春,台南は精 強々い悦

向にあることが明らかになった.しかし,恒春は本邦

産の柄国Tff山手 (No.6)3)系の3.97FLg,風連l)の

1･61ILgよりも感受性は高く,耐性は問題にならない.

Pyrethrinsでは台南の0.522′̀gが高槻系よりも放

く,他の地城のイエバェは市税系よりも高い感受性を

しめした.しかし.台南も安井系 (2.17FLg)2)や西野

系 (1.OIFLg)3)に比校した場合は.はるかに感受性は

苅いといえろ.

以上の如く.台湾産イエバエは pyrethroids系殺

虫剤にLNするかぎり.抵抗性の発達は問題にならない

と考える.

Sumithionでは台北 (0.748FLg),宗裁 く0.506FLg).

台納 (0.367FLg)の唄でLD50値は小さくなった.し

かし.TS似系の0･088FLgに比較した場合,いずれも

絹い他をしめし,耐性ができているものといえる.な

お. これらは神奈川県の三崎系 (92.5%)8㌧ 厚木上

-古沢系 (7.88FLg)3),南国市山手 (No,7)系3)よ♭も

前い!･B受性をしめした.しかし.今後.殺虫剤の散布

を計画的に失地しなければ抵抗性の発適が促進される

可舵性がある.

Malathionに関しては台北 (296.00pg).謡義

(212.5FLg),台中 (66.6FLg),台南 (60,3fLg)の唄

にLDB｡値は小さくなった.しかし,いずれも,嗣槻

荊のO.454FLgよりもはるかに強く抵抗性の発達は顕

35'･である.なかでも,台北の値は従来報告されていた

札幌系 (266.2〃g)6)をしのぐ抵抗性系統といえる.

MalathiorLに対する抵抗性は日本全土にみられ

このEi囚も殺虫剤の逆用にあろものとそれだけではな

いものとが存在する.台約座のイエバエはいずれも
malathionに払い抵抗性を持つが,今回の調査抽Bfl

では殺虫剤の散布歴と密接な関係があるようである.

Diazinonでは台北 (0.451FLg)が故も強く,高槻

系の0.293FEgより高い値である. しかし,神奈川県

の三崎系3)の26.08lLg,diazinon抵抗性系統として

良く知 られている鉾田系 (2.59FLg)7)や203-d系

(8･27FLg)よりも弱く,現状では殺虫剤抵抗性の閲歴
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はないものと考えられる.

DDVPでは恒春 (0.162jLg),台北.台南のqlに

LD80値は小さくなるが,高槻系の0.076FLgに比校し

て強い憤向が認められる. しかし.中山峠系1)の

1.060FLgという強さにはおよはなかった.Baytcxで

は台北 (0･390FLg),台南は高槻系の0.135FLgよりも

強い廠向が認められた.安富 (1966)8)の細部こよる

と高槻系で0.029FLg,有機燐剤抵抗性系統の妙の缶

系が0.10〃gで.これらの数値からみると台北はかな

り強い系統といえる.

γ-BHC,DDTについては台湾産のいずれも高槻系

よりも,はるかに高い感受性をしめした.

以上の如く.台湾産のイエバエは本邦の場合と同様

に malathionに対して強い抵抗性をしめし,さらに.

sumithionに対しても耐性のあることが明らかにされ

た.このことは malathionやBg迎化合物を再玖村す

る時期にきていることを示唆する.また,r-BHC,

DDTに対しては高槻系よりも感受性が拓く,有機心

素系殺虫剤の実用性は失なわれていないことが明らか

になった.

なお,幼虫に対する効果は成虫の場合と同様に

7･-BHC,DDTは高い感受性をしめした.Malathion

に対しては台南.台北,詔義,台中の唄に,Sumithion
では台雨,台北,宕L,台中の頓に感受性は前かった.

また.malathiorLに対しては全ての系統が紙抗性で

sumithionは台南のみが抵抗性であることがnj]砲に

なった.

以上の結果は成虫の場合と同様な幌向で,矧こ.令

湾の場合は本邦系に比較して有機塩素系殺虫剤に対し

て感受性は高く,これらの殺虫剤で効果がJ即Sされる.

また,diazinon,DDVP,Baytexも効宋的であること

が明らかになった.しかし,sumithion,malathion

に対しては現段階で対節を検討して田く必要があろ

う.
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SummAry

TheLD50Valucsof5Colonicsofhouseflies

collectedinTaiwanaresllOWninTable1.There

wasnocolonysusceptibletomalathion,whereas

allthecoloniestestedweresusceptibletoDDT,

TIBHC,diazinon,Baytex.pyrethrinsandallethrin.

Fivecolonies,whichwerecollectedinTai･pei,

Tai･chung.Chia･Z,Tai･nartandHeng-chum,were

resistantto malath;on,sllOwing 296.001FLg,

66･439/Lg,212･466/′g,60･314/′g and47･430FLg
perfemaleasLD88Valuercspcctivcly.Three

colonies,whichwcrccoIlcctc(1inTai･pci,Chia･i

andTa主.nan,wcrctorclancctosumithion,showing

O･748FLg,0･506/Lg andO･367ILgperFemaleas

LDBOValue,respectively.

抄 録

ミツパテの車:プロカミンおよびその他の塩基性ペ

プチド

ProcamineandOtherBasicPeptidesinthe

Venom oftheHoneybee (AがsmcILifera).

M.LarryPeck and RodO'Conner.I.Agr.

FoodChem.,22,51(1974).

法螺の丁'Jは捌雑な氾合物で,現在に至ってようやく

その組成らしさものが明らかになりつつある.そのう

ち,生物活性を布する2つの形素と塊つかのペプチド

に興味が柴巾している.

2つの酵素とは hyaluronidaseとphospholipase

Aでそれぞれ乾物ULあたり2%および12%含まれて

いる.前者は細胞間際物nである hyaluronicacid

の試合物を分解し蜂寿の移行拡散を助けるらしく,蕊

た蛇指の抗原成分の一つでもある.後者は強力な浴血
作mを有し.更には動物に対して血圧急降下や呼吸麻

岬を引き起こす.

賓妹の巧に含まれるペプチドはいずれも強い規基性

を皇し,そのうち procamine,mellitin,apatin,

MCD(mastcelldegranulating)-ペプチド.mini･

mineなどが畔耶碗認されており.それぞれ舛昧深い

生物活性を示す.

3つのペプチドの氾公物である mellitirlは払い表

面活性を有する.生物活性としては.lt7血作用と
cortisolレベルを上昇させる作用がある.乾物霞にし

て50,%もrll7Eするため.寺U性の殆んどは me11itinに
仰関すると考えられる.

apalin(乾物爪にして2,00'合111)もcortisolレベ

ルを上昇させる.antiarrhythmic作ITlなどの神経id{E

性もある.

MCD-ペプチド(同2%含有)は巨大細胸に作用し

て多爪のヒスタミンを遊離せしめる.蹄に刺されたと

きの mastocytolysis(肥肝)はこのペプチドによる

のであろう.

minimineは分子見約6,000の塩基性ペプチドで,
これを注射したショウジ,ウバエの幼虫はすぐ.小さ

いながらも,成虫になる.なかには正常のyiの大きさ

の成虫もできる.更に興味あることには,この小型の

ハエの子孫は正常であることである.

procamineは天然起源のヒスタミンを宋抑こ有す

るペプチドとしては最初のものとして叩耶され.アミ

ノ酸配列も明らかになった.また合成法も検討された.

このペプチドは細胞円におけるヒスタミンの不活性化

や怒仁l分解耐系による多.Rのヒスタミンの遊離などを
説明するものとして胴tSされている.

以上の外,アミノ概.ヒスタミン,ドパミン,ノ)t'

ェピネフイ･)ンなども少,nであるが存在しており,各

々の生物活性からして,これらも苛性に何らかの効果

を有しているものと考えられている.

(内田又左荷門)
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